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前
澤
工
業
は
、「
仕
切
板

構
造
を
持
つ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

型
Ｍ
Ｂ
Ｒ（
Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
）」

の
実
験
を
北
海
道
大
学
、
中

央
大
学
と
と
も
に
実
施
し
て

い
る
。
単
一
反
応
槽
で
硝

化
・
脱
窒
を
行
う
こ
と
が
可

能
な
、
高
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
を
実
現
す
る
技
術
で
、
埼

玉
県
中
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

に
処
理
水
量
４
０
０
立
方
㍍

／
日
の
実
験
設
備
を
建
設

し
、
７
月
に
実
験
を
開
始
、

単
一
槽
内
で
の
適
切
な
撹
拌

の
検
討
や
曝
気
風
量
削
減
の

検
証
、
水
位
の
最
適
な
制
御

手
法
の
確
立
、
Ａ
Ｉ
を
用
い

て
現
場
の
カ
メ
ラ
画
像
か
ら

リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
越

流
の
有
無

を
判
定
す

る
技
術
の

開
発
な
ど

を
進
め
る

こ
と
と
し

て
い
る
。

　

Ｂ
―
Ｍ

Ｂ
Ｒ
は
、

反
応
タ
ン

ク
内
に
配

置
し
た
膜

ユ
ニ
ッ
ト

を
仕
切
板
で
囲
み
、
水
位
を

仕
切
板
上
部
よ
り
低
く
す
る

こ
と
で
仕
切
板
内
部
が
好
気

領
域
と
な
っ
て
硝
化
が
、
仕

切
板
外
部
は
無
酸
素
領
域
と

な
っ
て
脱
窒
が
進
行
す
る

「
分
断
状
態
」、
高
く
す
る
こ

と
で
仕
切
板
内
部
と
外
部
間

の
物
質
交
換
が
生
じ
る
「
越

流
状
態
」
と
な
り
、
越
流
と

分
断
を
交
互
に
繰
り
返
す
こ

と
で
、
単
一
槽
で
硝
化
脱
窒

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

従
来
の
循
環
式
硝
化
脱
窒

型
Ｍ
Ｂ
Ｒ
は
、
無
酸
素
タ
ン

ク
と
好
気
タ
ン
ク
が
必
要
と

な
る
が
、
Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
で
は

１
つ
の
槽
内
で
硝
化
・
脱
窒

を
行
う
た
め
、
処
理
シ
ス
テ

ム
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
と

と
も
に
、
循
環
ポ
ン
プ
や
無

酸
素
タ
ン
ク
の
撹
拌
機
が
不

要
と
な
り
、
消
費
電
力
量
を

削
減
で
き
る
。
ま
た
、
膜
ユ

土砂崩れによる道路への影響は深刻
（撮影＝一昨年10月）

　

日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育

セ
ン
タ
ー
は
４
日
、
第
50
回

建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術

者
試
験
の
合
格
者
を
発
表
し

た
。
受
験
者
数
は
９
９
２
４

人
で
、
合
格
者
は
１
９
３
３

人
（
合
格
率
19
・
５
％
）
だ
っ

た
。

　

合
格
者
の
受
験
番
号
は
同

セ
ン
タ
ー
本
部
に
掲
示
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

　
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

11
月
９
日
付

　

▽
執
行
役
員
海
外
本
部
長

兼
同
本
部
海
外
企
画
部
長
兼

METAWATER USA,INC.
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締

役
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長
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取
締
役
会
長
兼Rood 

Wit Blauw Holding B.V.

取
締
役
会
長
（
執
行
役
員

海
外
本
部
長
兼
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本
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海

外
企
画
部
長
兼METAWATER 

USA,INC.

取
締
役
社
長
兼

Wigen Companies,Inc.

取

締
役
会
長
）
秋
川
健

　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
10
月
30
日
、
福
山
市
等

と
設
立
し
た
地
域
新
電
力
会

社
の
福
山
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
連
携
し
て
、
浄
水
場
の
設

備
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
（
Ｄ
Ｒ
）
の
実
証

試
験
を
行
い
、
水
道
水
の
安

定
供
給
を
維
持
し
な
が
ら
、

施
設
の
電
力
使
用
量
を
通
常

よ
り
１
時
間
あ
た
り
約
１
０

０
０
kW
調
整
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
た
と
発
表
し
た
。

　

同
社
は
、福
山
市
立
大
学
、

福
山
市
上
下
水
道
局
と
産
学

官
共
同
研
究
チ
ー
ム
を
構
成

し
、平
成
29
年
10
月
か
ら「
福

山
市
水
道
施
設
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
最
適
化
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の

実
証
試
験
も
こ
の
枠
組
み
の

な
か
で
実
施
し
た
。

　

Ｄ
Ｒ
の
実
証
試
験
は
、
福

山
市
上
下
水
道
局
の
主
力
浄

水
場
で
あ
る
中
津
原
浄
水
場

と
千
田
浄
水
場
で
行
い
、
浄

水
場
で
電
力
を
多
く
消
費
す

る
ポ
ン
プ
の
操
作
を
中
心

に
、
電
力
需
給
ひ
っ
迫
を
想

定
し
て
の
Ｄ
Ｒ
要
請
に
対
応

で
き
る
か
確
認
。
ポ
ン
プ
操

作
に
は
既
存
の
「
配
水
量
需

要
予
測
シ
ス
テ
ム
」
に
、
同

社
が
独
自
開
発
し
た
Ｄ
Ｒ

対
応
レ
コ
メ
ン
ド
シ
ス
テ

ム
「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
―

Ｄ
Ｘ
」
を

新
た
に
搭
載
す
る
こ
と
で
、

水
道
水
の
安
定
供
給
を
維
持

し
な
が
ら
施
設
の
電
力
使
用

量
を
調
整
す
る
こ
と
を
実
現

し
た
。「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
―

Ｄ
Ｘ
」

は
、
電
力
調
整
要
請
時
に
水

道
水
の
安
定
供
給
と
消
費
電

力
調
整
を
考
慮
し
た
最
適
運

転
計
画
を
提
案
す
る
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
で
、
配
水
量
予

測
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し

た
Ｄ
Ｒ
対
応
の
専
用
シ
ス
テ

ム
と
な
る
。

　

今
後
は
、
実
証
試
験
の
成

果
を
活
か
し
、
令
和
３
年
４

月
か
ら
の
本
格
運
用
に
向
け

た
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
こ
の
取
り
組
み
を
実
施

す
る
浄
水
場
の
対
象
を
拡
大

し
て
い
く
。
ま
た
、
４
者
で

引
き
続
き
連
携
し
、
研
究
成

果
を
持
続
的
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
で
、
同
市
水
道
事
業

の
健
全
経
営
に
貢
献
し
て
い

く
考
え
だ
。

　

福
山
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
福
山
市
と
同
社
、
広
島

銀
行
が
共
同
出
資
し
て
平
成

30
年
12
月
に
設
立
。
福
山
市

内
の
水
道
施
設
に
電
力
を
供

給
し
て
お
り
、
今
回
の
実
証

試
験
で
は
、
電
力
消
費
の
分

析
と
Ｄ
Ｒ
業
務
で
参
画
し
て

い
る
。

　

環
境
シ
ス
テ
ム
計
測
制
御

学
会
（
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
会
長
＝

清
水
芳
久
・
京
都
大
学
大
学

院
教
授
）
は
10
月
30
日
、
第

32
回
研
究
発
表
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
し
た
。
上
下
水
道

を
は
じ
め
と
す
る
水
環
境
や

廃
棄
物
、
維
持
管
理
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
を
含
む
様
々
な

分
野
を
対
象
に
、
計
測
・
制

御
・
機
械
・
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
26
編
の
発

表
が
行
わ
れ
、
約
１
５
０
人

が
聴
講
し
た
。
さ
ら
に
、
若

手
技
術
者
や
研
究
者
の
育
成

セ
ミ
ナ
ー
「
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

10
年
以
上
務
め
て
き
た
こ
と

を
評
価
し
、
味
埜
俊
・
東
京

大
学
東
京
カ
レ
ッ
ジ
特
任
教

授
に
功
績
賞
を
授
与
し
た
。

　

論
文
発
表
で
は
、
明
電
舎

の
三
宅
雄
貴
氏
が
「
Ａ
Ｉ
に

よ
る
下
水
処
理
場
運
転
判
断

導
出
技
術
の
検
証
」
と
題
し

て
、
広
島
市
下
水
道
局
の
西

部
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー

（
西
部
処
理
場
）
で
実
施
し

た
実
証
実
験
の
結
果
と
、
そ

の
分
析
内
容
な
ど
を
説
明
し

た
。
実
証
実
験
で
は
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
運
転
支
援
と
熟
練
技

術
継
承
の

実
現
に
向

け
、
西
部

処
理
場
で

14
日
間
に

わ
た
り
、

Ａ
Ｉ
の
運

転
判
断
を

も
と
に
実

運

転

を

行
っ
た
。

　

具
体
的

な
Ａ
Ｉ
の

運
転
判
断

方
法
と
し
て
は
、
硝
化
抑
制

や
促
進
と
い
っ
た
、
熟
練
技

術
者
が
有
す
る
大
ま
か
な
運

転
方
針
に
つ
い
て
、
過
去
の

水
質
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に

「
対
応
判
断
Ａ
Ｉ
」
で
出
力

し
、
そ
の
出
力
結
果
を
も
と

に
「
運
転
操
作
Ａ
Ｉ
」
で
、

具
体
的
な
操
作
量
を
出
力
す

る
仕
組
み
を
採
用
。
各
Ａ
Ｉ

に
よ
る
出
力
結
果
に
つ
い
て

は
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
と
現
場
運

転
員
の
判
断
と
の
一
致
・
不

一
致
の
割
合
、
Ａ
Ｉ
に
基
づ

い
た
実
運
転
時
の
放
流
水
質

の
妥
当
性
と
い
う
２
つ
の
観

点
か
ら
、
現
場
の
運
転
員
と

協
議
し
な
が
ら
評
価
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ａ
Ｉ
と
運
転

員
の
判
断
は
、
ほ
と
ん
ど
の

ケ
ー
ス
で
合
致
し
、
全
評
価

で
Ａ
Ｉ
の
判
断
が
実
運
転
に

適
用
可
能
と
結
論
付
け
た
。

放
流
水
質
は
、
開
始
直
後
に

全
リ
ン
が
高
濃
度
な
状
態

だ
っ
た
も
の
の
、
Ａ
Ｉ
判
断

で
段
階
的
に
硝
化
抑
制
し
た

こ
と
に
よ
り
、
期
間
終
了
ま

で
放
流
基
準
を
満
た
し
た
上

で
、
さ
ら
に
低
濃
度
の
管
理

目
標
付
近
ま
で
制
御
で
き

た
。
三
宅
氏
は
「
Ａ
Ｉ
の
判

断
は
概
ね
適
切
に
行
わ
れ

た
。今
後
は
、薬
品
注
入
量
や

消
費
電
力
を
念
頭
に
入
れ
た

運
転
判
断
な
ど
、
Ａ
Ｉ
判
断

に
よ
る
全
体
最
適
の
実
現
を

目
指
し
て
い
け
た
ら
」
と
話

し
た
。

　

土
木
研
究
所
の
宮
本
豊
尚

氏
は
「
下
水
道
資
源
を
用
い

た
固
化
肥
料
に
よ
る
海
域
施

肥
の
基
礎
的
検
討
」
と
題
し

て
、
固
化
肥
料
の
溶
出
試
験

と
、
そ
の
結
果
の
考
察
な
ど

を
説
明
し
た
。
栄
養
塩
類
を

段
階
的
に
溶
出
で
き
る
固
化

肥
料
は
、
目
標
海
域
へ
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
に
栄
養
塩
を
供
給

で
き
る
こ
と
か
ら
、
処
理
場

の
放
流
水
と
比
べ
、
海
域
の

汚
染
低
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

固
化
肥
料
の
溶
出
試
験
で

は
、
①
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

水
溶
液
を
寒
天
で
固
化
②
下

水
汚
泥
コ
ン
ポ
ス
ト
を
寒
天

で
固
化
③
コ
ン
ポ
ス
ト
単
体

④
コ
ン
ポ
ス
ト
に
固
化
剤
を

入
れ
た
固
形
肥
料
―
の
４
つ

の
供
試
体
を
用
意
し
、
供
試

体
内
の
全
窒
素
の
溶
媒
へ
の

総
溶
出
率
な
ど
を
約
30
日
間

か
け
て
観
察
。
供
試
体
①
で

ほ
ぼ
全
て
、
②
と
③
で
約
６

～
７
割
、
④
で
約
６
割
の
溶

出
率
と
な
っ
た
。
全
て
の
供

試
体
で
溶
出
初
期
に
多
く
の

溶
出
量
が
発
生
す
る
こ
と

や
、
寒
天
に
よ
る
固
化
で
溶

出
速
度
を
遅
ら
せ
ら
れ
る
こ

と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
宮
本

氏
は
「
コ
ス
ト
や
環
境
へ
の

評
価
に
必
要
な
溶
出
速
度
の

算
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

実
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
内

容
を
精
査
し
て
い
け
た
ら
」

と
意
気
込
ん
だ
。

Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
処
理
フ
ロ
ー
（
前
澤
工
業
資
料
よ
り
）

ニ
ッ
ト
に
は
強
度
が
高
い
Ｐ

Ｔ
Ｆ
Ｅ
膜
を
採
用
、
３
㍍
の

長
尺
の
も
の
を
使
用
し
て
設

置
面
積
あ
た
り
の
膜
の
洗
浄

に
必
要
な
空
気
量
を
削
減
す

る
。

　

Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
は
、
北
海
道

大
学
な
ど
が
特
許
を
取
得
し

て
い
る
技
術
。
前
澤
工
業

は
平
成
29
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
「
中
堅
・
中
小
企
業
へ
の

橋
渡
し
研
究
開
発
促
進
事

業
」
に
申
請
、
採
択
さ
れ
、

北
大
と
と
も
に
札
幌
市
創
成

川
水
再
生
プ
ラ
ザ
内
に
設
置

し
た
処
理
水
量
約
15
立
方
㍍

／
日
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン

ト
で
実
験
を
行
っ
た
結
果
、

長
期
的
に
安
定
し
て
窒
素
や

有
機
物
を
除
去
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
よ
り
実
施
設
に
近
い

規
模
で
実
験
を
行
う
た
め
、

同
社
が
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
「
戦
略

的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
革
新

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
助
成
事

業
」
に
応
募
、
採
択
さ
れ
令

和
元
年
７
月
に
中
央
大
学
を

加
え
た
３
者
で
研
究
を
開

始
、
同
年
12
月
か
ら
埼
玉
県

の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
型
共
同

研
究
と
し
て
埼
玉
県
中
川
水

循
環
セ
ン
タ
ー
に
実
験
設
備

を
建
設
し
、
今
年
７
月
か
ら

実
験
を
行
っ
て
い
る
。
助
成

事
業
の
期
間
は
３
年
間
の
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
担
当
者
は
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
社
会
全
体
で
大

き
な
命
題
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
研
究
は
１
立
方
㍍
あ

た
り
の
消
費
電
力
０
・
２
ｋ

Ｗ
ｈ
を
目
標
と
し
て
進
め
て

い
る
。
成
果
・
知
見
が
得
ら

れ
た
後
は
、
研
究
を
継
続
す

る
と
と
も
に
受
注
に
向
け
た

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

水
環
境
な
ど
多
様
な
分
野
の
知
見

固
化
肥
料
の
海
域
施
肥
な
ど

Ｅ

Ｉ

Ｃ

Ａ

研
究
発
表
会

約150人が参加し26編の発表に耳を傾
けた（ＥＩＣＡ事務局提供）

水
の
安
定
供
給
と
電
力
調
整
を
両
立

来
年
４
月
か
ら
の
本
格
運
用
め
ざ
す

Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ

建
築
物
環
境
衛
生
技
術

者
試
験
の
合
格
者
発
表

日

本

建

築

衛

生

管
理
教
育
セ
ン
タ
ー

埼玉県中川水循環センター内の実験設備

省
エ
ネ
、コ
ン
パ
ク
ト
化
実
現
へ

単一反応槽で硝化・脱窒
〝Ｂ―ＭＢＲ〟北大、中大と実験前澤工業

　

積
水
化
学
工
業
は
11
日
、
２
０
２
０

年
度
上
期
の
業
績
と
今
後
の
事
業
方
針

つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
い

た
。「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
～
積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
社
会
課
題
の
解

決
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
加
藤
敬
太
・
社

長
と
各
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
が

会
見
し
た
。

　

加
藤
社
長
は
、
上
期
の
業
績
に
つ
い

て
、
７
―
９
月
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
減
収
減
益

と
な
っ
た
が
、
固
定
費
削
減
と
構
造
改

革
を
前
倒
し
で
推
進
し
た
こ
と
で
、
各

段
階
利
益
は
４
―
６
月
期
段
階
の
予
想

値
を
大
幅
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し

て
お
り
、
全
事
業
で
黒
字
を
達
成
で
き

た
と
説
明
。

　

今
後
は
、
今
年
ス
タ
ー
ト
し
た
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
２
０
３

０
」
と
新
中
期
経
営
計
画
「
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ

ｅ
２
０
２
２
」
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経

営
を
中
心
に
置
い
た
革
新
と
創
造
を
戦

略
の
軸
に
、
現
有
事
業
・
新
事
業
・
経

営
基
盤
の
３
つ
の
〝
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
〟
を

グ
ロ
ー
バ
ル
で
加
速
し
、
社
会
課
題
解

決
へ
の
貢
献
に
よ
り
、
２
０
３
０
年
に

売
上
２
兆
円
と
営
業
利
益
率
10
％
を
目

指
す
と
し
た
。

　

環
境
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

の
方
針
に
つ
い
て
、
平
居
義
幸
・
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
は
、
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
２
０
２
２

に
お
け
る
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
方
針
を
「
Ｕ

Ｉ
Ｅ
Ｐ
品
質
を
極
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢

献
し
よ
う
～
社
会
課
題
を
解
決
す
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
へ
～
」（
Ｕ

Ｉ
Ｅ
Ｐ
は
、
環
境
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
の
英
語
名
の
略
称
）
と
し
、

深
刻
化
・
複
雑
化
す
る
社
会
課
題
を
高

い
レ
ベ
ル
で
解
決
す
る
「
重
点
拡
大
製

品
」
を
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
、
国
内
成
功

事
例
の
海
外
展
開
に
よ
る
エ
リ
ア
の
拡

大
・
深
耕
を
目
指
す
と
し
た
。
営
業
利

益
に
つ
い
て
は
、
前
期
比
で
45
億
円
増

と
な
る
２
０
０
億
円
の
達
成
に
よ
り
、

最
高
益
更
新
を
目
指
す
。

　

配
管
・
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
は
、
重
点

拡
大
製
品
と
し
て
、
建
設
現
場
の
人
手

不
足
や
高
齢
化
の
課
題
に
対
し
、
施
工

し
や
す
さ
・
工
期
短
縮
・
省
人
化
、
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
３
密
回
避
に

も
貢
献
す
る
耐
震
型
高
性
能
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管
「
エ
ス
ロ
ハ
イ
パ
ー
Ａ
Ｗ
」、

小
型
製
管
機
・
支
保
工
レ
ス
注
入
技
術

に
よ
り
流
水
阻
害
ゼ
ロ
を
実
現
し
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
急
な
水
位
上
昇

に
も
対
応
す
る
複
合
管
更
生
工
法
「
Ｓ

Ｐ
Ｒ
―
Ｎ
Ｘ
」、
雨
水
貯
留
、
雨
水
排

管
と
し
て
、
雨
水
・
浸
水
対
策
に
活
躍

す
る
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
複
合
管
「
エ

ス
ロ
ン
Ｒ
Ｃ
Ｐ
」
を
挙
げ
た
。
ま
た
、

下
水
管
の
更
生
工
法
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
」

を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
・
欧
州
で
の
さ
ら

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
目
指
し
、
国
内

で
の
成
功
モ
デ
ル
を
水
平
展
開
で
き
る

エ
リ
ア
の
選
定
を
進
め
て
い
く
。

社
会
課
題
解
決
を
成
長
エ
ン
ジ
ン
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
業
方
針
説
明

積
水
化
学
工
業加藤社長

平居プレジデント

２０２０年（令和２年）１１月２６日（木曜日）


